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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管
室課

事業名

事業概要

0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　各大学等の特色を生かした連携事業を促進します。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　大学のあるまちづくり

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

（１）連携推進協議会
　市と各大学との２者間で、地域社会への貢献と社会的責任を果たすことを目的として意見交換や協
議を行いました。（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面開催。）

（２）市職員講師の派遣
　大学からの依頼により、授業に市職員を講師として派遣しました（２大学に対して合計20回。）

（３）その他主な取組
　フードドライブに災害備蓄品の提供、学生等ボランティア募集情報の提供等を行いました。

（４）市外大学との協定締結
　大阪成蹊大学（東淀川区）からの申し出を受け、令和３年３月29日に連携協力に関する基本協定を締
結しました。

決算額　(千円) 0
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

事業概要

一般財源の比率（％） 0.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　市をあげてガンバ大阪を応援していく上で、さらにホー
ムタウン意識の醸成を図るため、新型コロナウイルス感
染症拡大のような不測の事態が生じた際にも迅速に対
応でき、市民ニーズに即した有効的且つ柔軟な事業展
開が必要です。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

事業概要

　ホームタウン推進

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

（１）プロサッカー（J1リーグ）における吹田市民入場者数/試合数
・平成30年度…13,853人/17試合，令和元年度…14,452人/17試合，令和2年度…7,240人/17試合
　令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度に比べ観客数が約2分の1となりまし
た。

（２）ホームタウン推進事業参加者数
・平成30年度…14,686人，令和元年度…4,640人，令和2年度…2,406人
　令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、市民ふれあい事業やスタジアムフェスタなど、
市民が参加できるイベントが開催中止となりました。しかし、キッズフォローアップ事業、ビブス製作配布
事業、ガンバ大阪選手着用ユニフォームパンツに「吹田市」掲出等を実施することで、ホームタウン意
識の醸成が図られました。

決算額　(千円) 62,590
※課題があるものは■

管理事業 大学・ホームタウン等関連事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 ホームタウン推進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 732 施策 本市独自の強みを生かしたまちづくり

2
所管
室課

シティプロモーション推進室 事業名 大学のあるまちづくり事業
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